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１ 「剣道の理念」について書きなさい。
り ねん

剣道は剣の理法の修錬による人間形成の道である。
り ほう しゆうれん にんげんけいせい

２ 剣道における「三とおりの礼」について説明しなさい。
れい

剣道における礼法には、立った姿勢でおじぎをする立礼と、正座
れいほう し せい りつれい せい ざ

の姿勢からおじぎをする座礼とがある。立礼には二とおりの作法が
ざ れい さ ほう

あるが、いずれも真心をこめ、節度をもって折り目正しく行うよ
ま ごころ せつ ど お め ただ おこな

うにする。

（１）上体を約30度前傾して行う礼は、神前や上座、上席に対す
じようたい やく ど ぜんけい しんぜん かみ ざ じようせき

る礼法である。

（２）上体を約15度前傾し、相手に注目して行う目礼は、試合や稽
もくれい けい

古の際の互いの礼法である。
こ さい たが

座礼は、正座の姿勢から上体を前方に傾けつつ、同時に両手を
ぜんぽう かたむ どう じ りよう て

「ハの字」の形にして床につけ、その中心に鼻先を向け、静かに頭
ゆか はなさき

をさげる。一呼吸程度おいてから両手を同時に床から離し、元の
こ きゆうてい ど はな もと

姿勢に戻る。
もど

３ 剣道における「切り返しを行う上で気をつけること」について
おこな

５項目以上書きなさい。

（１）立合いの間合では、姿勢、構え、竹刀の握り方などを正しく
たち あ ま あい かま し な い にぎ

する。

（２）初心の段階では、動作を大きく、正確に行う。
しよしん だんかい どう さ せいかく

（３）肩の余分な力を抜いて、柔軟に左右均等に打つ。
かた よ ぶん ぬ じゆうなん さ ゆうきんとう



（４）連続左右面打ちの角度を45度ぐらいにする。
さ ゆう

（５）正しい足さばきで行い、特に後退の際の引き足が歩み足にな
こうたい さい あゆ

らない。

（６）振りかぶったときに左こぶしを必ず頭上まであげる。打ち
ず じよう

おろしたときには、左こぶしがさがり過ぎたりあがり過ぎない。

（７）左こぶしは常に正中線上にある。
せいちゆうせんじよう

（８）息のつなぎ方は、正面を打ち、相手に接近したところで息を
せつきん

吸い、左右面を打ち終って間合をとり、正面を打ったところで

息をつぐ。

（９）相手の竹刀のみを打ったり、空間を打ったりすることなく、
くうかん

伸び伸びと確実に左右面を打つ。

（10）頭や腰、膝などで調子をとって体の上下動を大きくしない。
こし ひざ ちよう し じよう げ どう

（11）正面打ちは、一足一刀の間合から正確に打つ。
いつそくいつとう

（12）習 熟するにつれて、旺盛な気力をもって息の続く限り一
しゆうじゆく おうせい き りよく

息で行い、体勢崩さずに連続左右面を打つようにする。

４ 剣道における「掛け声」の効用(ききめ)について書きなさい。
か こうよう

掛け声には、相手と攻め合う時に発声するものと、打突の時に
はっせい だ と つ

発声するものがあるが次のような効用（ききめ）がある。

（１）自分の気力を充実させる。
じゆうじつ

（２）相手を威圧（おどろかしおそれさせる）する。
い あつ

（３）自分の力を集 中して、より以上の勢いと力を発揮させる。
しゆうちゆう はつ き

（４）気剣体の一致をはかり、打突を正確にさせる。
き けんたい いつ ち



５ 剣道における「有効打突の条件」について説明しなさい。
ゆうこう だ とつ じようけん

有効打突の条件は、充実した気勢、適正な姿勢をもって竹刀の
じゆうじつ き せい てきせい し せい し な い

打突部で打突部位を刃筋正しく打突し残心あるものとする。
だ とつ ぶ だ とつ ぶ い は すじ ざんしん

これを簡単に説明すれば、正しい姿勢で、元気よく、気合、竹刀、
き あい

身体を一致させて、規定された面部、小手部、胴部および突き部を
き てい

竹刀の物打ち部、または剣先で正しく打突し、打突後の相手に対す
もの う けんせん

る身構え、気構えをしっかり取ることである。
み がま き がま

６ 剣道における「間合」について説明しなさい。

間合とは自分と相手との距離をいう。間合には、一足一刀の間合、
きよ り いつそくいつとう

遠い間合、近い間合の三つがある。

（１）一足一刀の間合

剣道の基本となる間合で、一歩踏み込めば相手を打突できる

距離であり、一歩退がれば相手の打突をかわすことのできる距

離である。

（２）遠い間合（遠間）
とお ま

相手との距離が一足一刀の間合よりも遠い間合で、相手が打

ち込んできても届かないが、同時に自分の打突も届かない距離

である。

（３）近い間合（近間）
ちか ま

相手との距離が一足一刀の間合より近い間合で、自分の打突

が容易に届くかわりに、相手の打突も届く距離である。


